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第26回  国民文化祭・京都2011
いよいよ本番の秋到来 　いよいよこの秋、第26回国民文化祭・京都2011が京都府全域を会場に盛大に開催されます。南丹市の担当種目は美術

展「工芸」、「里の秋めぐり」マップです。国民文化祭南丹市実行委員会では、南丹市ならではの魅力的な国民文化祭
を開催するため、さまざまな催しに取り組みます。今回その内容の一部を皆さんにご紹介します。

※あくまでも現時点の予定ですので、お断りなしに変更する場合がありますがご容赦ください。
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園部町の町家周辺

園部公民館 B&G園部海洋センター

美山かやぶきの里 JR園部駅

美術展「工芸」（10/29～11/6）
　国民文化祭の定められた正式種目の一つで、
全国から応募のあった工芸作品を審査し、す
ばらしい優秀作品の数々を展示します。作品
は陶芸・木工・竹・漆・染織・ガラス・紙・
金工・その他工芸の分野にわたります。次の
方々に審査いただきます。
（敬称略）
唐澤 昌宏 　清水 保孝 　下出 祐太郎 　中川 清司　
森口 邦彦

創立65周年記念（10/29～11/6）
京都工芸美術作家協会展～南丹市巡回展～
　京都工芸美術作家協会は京都を中心に活躍
されている工芸美術作家の会派を超えた作家
団体としてさまざまな分野の作家が参加し、
設立以来、日本の工芸美術界をリードしてこ
られました。65周年を迎える今回は「今日か
ら明日へ」をテーマに新作200点以上の作品
を展示します。

南丹工芸文化祭「工芸作品展示」
市内工芸家による町家展示（10/29・30）
　南丹管内在住の工芸職人や作家の皆さんの
洗練された技と用の美の作品を江戸時代の名
残がある町家で展示します。

特別企画
我が校のものづくり展（10/29～11/6）
　南丹市内の各小中学校のものづくりの取り
組みを発表します。

国民文化祭京都2011　灯
あか
りの祭典（11/3）

　日本の原風景の面影を残す美山北村かやぶ
きの里を会場に市民の皆さんの灯

あか

り作品や九
州熊本から「ちかけん」の皆さんをお招きし
て「灯

あか

りの祭典」を開催します。忘れかけて
いた日本文化のなつかしい香りと幻想的な灯

あか

りの世界をぜひお楽しみください。

南丹美術工芸教育展（10/29～11/6）
　南丹管内の保育所・幼稚園・小学校・中学
校・高校・特別支援学校の幼児・児童・生徒
の優秀作品、および京都伝統工芸大学校との
連携作品を大規模に展示します。平面作品や
立体作品などさまざまな作品をご覧くださ
い。

南丹工芸文化祭（10/29・30）
ものづくり体験コーナー
　誰もが気軽にチャレンジできる
ものづくりの体験コーナーです。
ものづくりの楽しさや手づくりの
温かさを実感してください。
南丹工芸文化祭（10/29・30）
ものづくり体験じっくりコーナー
　大人向けのものづくりの体験コ
ーナーです。じっくり時間をかけ
て自分だけのオリジナル作品づく
りに取り組んでください。
南丹工芸文化祭（10/29・30）
見てさわって遊べる展示
　見るだけの展示ではなく、自分
でさわって遊べるコーナーです。
小さな子どもたちも楽しむことが
できます。

えんぴつけずりコンテスト（11/5）
　特別ルールにより削った鉛筆の
美しさなどを競います。豪華景品
を用意しますので、ぜひご参加く
ださい。

南丹工芸文化祭（10/29～11/6）
市民文化活動による作品展示　
　南丹市文化協会や女性の館など、市内各地
で広く取り組まれている文化創作活動の発表
を通じて市民の皆さんのものづくり力を発信
します。市民の皆さんのすばらしい作品の
数々をご覧ください。
南丹工芸文化祭（10/29～11/6）
福祉施設で作製された商品の展示販売　
　南丹市内の授産施設や共同作業所などで作
製された商品を展示販売し、ものづくりの取
り組みの成果を発表します。

伝統工芸オークション出品作品展示（10/29～11/6）
　若手工芸家の皆さんによる工芸作品のオ
ークションに先立ち、出品作品の数々を展示
します。11月6日にはコスモホールで工芸オ
ークションを実施します。

同時開催（10/29～11/6）
第27回京都まちとみどり写真コンクール
　都市の景観や周辺の緑の写真を募集し、優
秀な写真を展示します。

同時開催（10/30）
南丹学生の祭典2011
～つなごう南丹、がんばろうニッポン～
　音楽やダンスなどのパフォーマンスで会場
を盛り上げます。学生パワー全開の元気いっ
ぱいイベントです。

南丹工芸シンポジウム
30年後のものづくり（11/6）
　30年後の日本文化、ものづくり
文化に対して現在の30・40代のも
のづくり関係者を中心にパネルデ
ィスカッションを行います。国民
文化祭を機にスタートし、カウン
トダウンを行いながら30年間毎年
実施します。

おもてなしの迎え花
　文化協会や園部町「花」友の
会、農芸高校や北桑田高校の皆さ
んによるおもてなしの設えをご覧
ください。

食の祭典（10/29・30）
　南丹市のご当地グルメの販売や
加工グループの加工品販売を行い
ます。併せて南丹ブランドの特産
品や加工食品の豊かな味わいを楽
しむコンテストを実施します。
国民文化祭
おもてなし茶席
　ちょっと休憩のできるおもてな
しのお茶席です。南丹市国際交流
会館やまちなか（10/29・30）、園部公
民館（11/5）で開催します。
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